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る poly-D/L-lactide（PDLLA）と HA を組み合わせた素材が吸収性人工骨として臨床応用可
能であると考えた。HA/PDLLA 製人工骨は術中に適切なサイズに加工し、さらに不規則な
欠損部位には熱変形を行い充填させることが可能である。HA/PDLLA 製人工骨と対照とし
て β-TCP 製人工骨を骨内に埋植し、非荷重部位そして荷重部位における HA/PDLLA 製人工
骨と β-TCP 製人工骨の自家骨への置換過程、宿主骨と人工骨との接着強度の比較、そして
HA/PDLLA 製人工骨の熱変形による置換過程への影響について比較検討した。その結果、
非荷重部位においては HA/PDLLA 製人工骨は β-TCP 製人工骨に比較し自家骨への置換が
遅延する傾向が認められたが、宿主骨との接着強度について両群間に有意差は認められな
かった。熱変形による置換過程への影響も認められなかった。一方、荷重部位に適用した
場合は、HA/PDLLA 製人工骨は β-TCP 製人工骨と人工骨吸収、人工骨への組織浸潤の点で
優れており、また同等の骨形成を示した。この結果から、HA/PDLLA 製人工骨は荷重部位
においては β-TCP と同等の性能を有する吸収性人工骨であることが示唆された。 
 
  
